
現場のカイゼンに取り組む技術者を幸せにするＤＩＹ型ＩｏＴ機器 

現場の状況をデータ化して 
把握・記録・活用!! 

ＣＷＳ

製品紹介ハンドブック



ＩｏＴでカイゼンを
課題に気づくことがカイゼンの第一歩

ものづくり現場には「ムリ・ムダ・ムラ」（３Ｍ）などと呼ばれる課題がたくさん存在して

おり、今日も損失を生み続けています。しかしこれらの課題はたいてい気づかれることなく

隠れて存在しています。誰かの気づいた課題は過去に対策がなされ、すでにやっつけられて

いますので、生き残っている課題はどれも隠れることが上手なものばかりなのです。そして

技術者がどんなに有能でも、気づかれていない課題に対策が打てるわけがありません。 

ＩｏＴの取り組みを阻む障壁 

ものづくり現場に隠れていた課題がＩｏＴによって明らかになり、対策することに成功した

事例が、最近になってたくさん報告されるようになりました。「そんなに効果があるのなら

うちの工場でも試してみよう」と考える人も増えています。それなのにＩｏＴは、まだ広く

普及しているとは言えません。それはＩｏＴに「高い」・「難しい」・「面倒くさい」という、

三つの大きな障壁があったからです。 

高い お金がかかる。専用の機器、配線工事、ソフトウェア…… 

難しい 知識を要する。機械設計、電子工作、情報通信…… 

面倒くさい 手間がかかる。粘り強い試行錯誤、発注の繰り返し…… 



始めませんか？
課題をあぶり出す「ＩｏＴ」という手段

左記の課題に対して「ＩｏＴ」という方法が提唱されています。「ＩｏＴ」とはものづくり

現場にあるいろいろなモノからコンピュータにデータを集め、それを分析することで課題を

あぶり出そうという考え方です。具体的には「レトロフィッティング」と言って、生産設備

などに各種のセンサを取り付け、その信号をパソコンに送信するような仕組みを作ります。

言わばものづくり現場の「健康診断」、それを実現する取り組みがＩｏＴなのです。 

ＩｏＴの３障壁がなくせるとしたら

ＩｏＴの３障壁「高い」・「難しい」・「面倒くさい」、まとめてなくすことができるとしたら

どうなるでしょうか？ ものづくり現場が「健康診断」を受けない理由はなくなりますね。

私たちの提唱するＤＩＹ型ＩｏＴ機器「ＣＷＳ」はまさにそのような理想を実現するために

企画された製品です。この「ＣＷＳ」がどのような考え方で三つの障壁を取り払おうとして

いるのか、それについては次ページ以降をご覧ください。 



ＩｏＴに「ＤＩＹ型」以外の
do it yourself

レトロフィッティングというのは……

‐対応するべき課題がさまざま 

‐試してみないとわからない 

‐参考になる情報が少ない 

試行錯誤が 

避けられない！ 

外注の繰り返しでは 

費用と時間がかかる 

部品や材料だけなら 

安く手に入る 

ＤＩＹ型とは？

ユーザが自分の手で改造・拡張

していけるように、製品が設計

されているということ 

「手作り感あふれる」という 

意味ではないんです。 

ＤＩＹ型ＩｏＴのメリット

‐費用と時間のかかる発注を繰り返す必要がない 

‐自分自身で好きなように作ることができる 

‐使えそうなモノをすぐに活用することができる 

‐スキル次第でいくらでも高度な活用ができる 

‐さまざまな課題に柔軟に対応することができる 

‐現場に「問題に気づこう」という機運が生じる 

‐担当者の技術スキルや解決スキルが向上する 

ＤＩＹ型ＩｏＴは 

いいことだらけですね。 



 

選択肢は考えられません！

自分で作れば 

安い、早い！ 
ＤＩＹ型ＩｏＴ

「ＤＩＹはちょっと苦手で……」という人にも

すべてを自分で 

やりたい人 

独学用の各種教材

……を用意しています。 

OK! 

サポートを受けながら 

自分でやってみたい人 

各種サポートサービス 

……を用意しています。 

OK! 

なるべく多くを 

プロに任せたい人 

フルサービス

……で徹底サポートします。 

OK! 

いろいろとお手伝いできます。遠慮なくご相談ください。 

エンジニアリング／カイゼン支援 

ＤＩＹ資材・ノウハウの提供 

３Ｄプリント部品の設計と製作 

板金部品の設計と製作 

電子回路の設計と製作 

ソフトウェアの設計と開発 



「ＣＷＳ」とはどんな製品？
本製品「ＣＷＳ」は、これまでＩｏＴの取り組みを邪魔していた３障壁「高い」・「難しい」・「面倒くさい」を解消する

ために企画・開発された新しいＩｏＴ機器です。いったいどのような製品なのか、こちらで詳しく紹介します。 

試行錯誤を前提とした設計でＩｏＴの３課題を解消 

「現場での試行錯誤が避けられないＩｏＴ。その負担を軽くするにはどうすればいいだろうか？」、それが本製品の最も重要な開発

テーマでした。本製品ではセンサ回路の自作が可能な新設計を採用し、真に「安価」・「簡単」・「手軽」なＩｏＴを実現しました。

■本体ケース 

使い捨ての食品容器を転用。ラベルを貼ったり

ペイントしたり、カスタマイズも自由自在。 

■ケーブル引き出し穴栓 

安価な市販品を活用。長期の連続使用に必要な

密閉構造をリーズナブルに実現。 

■ＤＣ／ＤＣコンバータ 

ＡＣ１００Ｖ・ＤＣ２４Ｖ・電池。現場ごとの

制約に応じて多様な電源で動かせる。 

■信号入出力ピン 

双方向の通信が可能。ＬＥＤを点灯させたり、

ブザーを鳴らしたりすることもできる。 

■ブレッドボード 

はんだ付け不要でセンサ回路が自由に作れる。

市販の各種センサが広範に活用可能。 

■全体 

現場になじむ手のひらサイズのコンパクト設計。

軽量なので高所から落ちても危険が少ない。 

■無線マイコン 

通信の確実性に定評があるZigbee規格に準拠。

中継伝送も可能で、高信頼の無線通信を実現。

■万能台座 

結束バンド・三脚・粘着テープ・ねじ止めなど

多様な方法で、どこにでも取り付けられる。 



まだまだあるＣＷＳの特徴 

本製品は数多くのユニークな特徴で、過去のＩｏＴにつきものだった「高い」・「難しい」・「面倒くさい」を多面的に解消します。

特徴 説明 

ＤＩＹ感覚で使いこなせる 自由度が高く、お客様のスキルに応じていくらでも高度な活用ができます。いろいろ試して

良いものができたら即実用に供する、実用に供しながら試行錯誤を進めるといった使い方も

可能。ものづくり現場で役立つ無線センサを楽しく開発して活用することができます。 

ソフトウェアとの相性が抜群 Windows向けのＳＤＫ（ソフトウェア開発キット）を使い、目的に合ったオリジナルＩｏＴ

システムをお作りいただけます。もちろんソフトウェア開発サービスも用意しています。 

サポートサービスが充実 使い方のサポート、センサや電子回路の設計・製作、ソフトウェアやシステムの開発など、

本製品に関する各種の技術サービスを提供しています。使いこなせない心配はありません。 

セキュリティ上の心配がない インターネット接続を必要とするクラウドシステムを使いません。本製品がインターネット

犯罪者に狙われる入口になり、ランサムウェアの被害を受けたり、秘密の情報が漏洩したり

する心配はまったくありません。 

少ない予算から始められる 本製品の本体（無線子機）は１セットあたり約４万円。最小構成なら５０万円以下でＩｏＴ

システムが作れますし、１００万円もあれば本格的なシステムに拡張することも可能です。 

システム構成 

「計測」・「収集」・「分析」がＩｏＴの３要素。無線で簡単にパソコンとつながる本製品なら、理想のＩｏＴがすぐに実現できます。

ＣＷＳで何ができるのか？ 

本製品で何ができるかは、センサとソフトウェアの組み合わせ次第。その例を一部紹介します。ソフトウェアは弊社で作ることも

できますし、お客様の自作を弊社がお手伝いすることもできます。お客様ならではの新しい使い方を見つけてください。 

センサ ソフトウェア できること 

機械の状態表示灯に光センサを取り付け 表示灯の点灯時間を集計 機械ごとの稼働率が測定できます。 

装置の扉にリードスイッチを取り付け 扉の開閉回数を計数 装置ごとの製品生産数が把握できます。 

在庫コンテナの台に荷重センサを取り付け コンテナの重量変化を監視 在庫発注のタイミングが予想できます。 

機械の保守エリアに人感センサを取り付け 保守作業の頻度・時間を測定 機械ごとの故障しやすさが把握できます。 



 

オプションの製品・サービスも充実 

お客様が本製品を高度に活用する取り組みをお手伝いするオプションをいろいろ用意しています。 

オプション 説明 

電源機器 ＡＣ１００Ｖ、ＤＣ２４Ｖ、電池などから電源を得るための各種機器を用意しております。 

固定用資材 センサなどの機材を現場でスマートに取り付けることができる各種資材を用意しております。 

交換消耗品 交換するだけで本製品を新品に生まれ変わらせる、各種消耗品を安価に用意しております。 

サポートサービス 本製品を現場に設置するサービスや、高度な活用法をお教えするサービスを用意しております。 

開発サービス オリジナルのセンサや器具、ソフトウェアを開発・製作するサービスを用意しております。 

ＣＷＳのユニークで高度な使い方 

ＤＩＹ型ＩｏＴ機器である本製品の自由度は無限大。お客様の創意工夫でいくらでも高度な使い方が可能です。 



 

「ＣＷＳ」活用事例集

ベータテスト事例編

２０２４年９月から実施している「ＣＷＳ」ベータテストにおける、これまでの活用事例を一部紹介します。 

0001 ······································ 切削加工機の稼働状況把握

0002 ·············································· 潤滑油の残量管理

0003 ·········································· 発泡型材料の残量管理

0004 ······································ 樹脂成形機の稼働状況把握

0005 ········································ 発泡型ワークの寸法測定

0006 ·········································· 切り粉の山の高さ検知

0007 ···················································· 梱包数確認

0008 ·················································· 作業進捗把握

0009 ·················································· 人の在席検知

0010 ················································ 続・梱包数確認

0011 ······································ ＬＥＤからの稼働状態把握

0012 ························ カーボンフットプリントに備えた電力測定
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多彩な製品とサービスを用意して
■ハードウェア製品 

製品 内容 価格 

「ＣＷＳ」本体 ＤＩＹ型ＩｏＴ機器「ＣＷＳ」の本体。 ４０，０００円

「ＣＷＳ」電源キット  

 ＡＣ１００Ｖ電源キット コンセントから「ＣＷＳ」の電源を取るためのキット。 ２，０００円

ＤＣ２４Ｖ電源キット 制御盤などから「ＣＷＳ」の電源を取るためのキット。 １，５００円

乾電池電源キット 乾電池から「ＣＷＳ」の電源を取るためのキット。 ３，０００円

ＤＣ延長ケーブル 「ＣＷＳ」の電源を延長させるケーブル。 ５００円

ＤＣ分岐ケーブル 「ＣＷＳ」の電源を２本に分岐させるケーブル。 ５００円

「ＣＷＳ」電子工作用品  

 「Ｓジャンパ」 ミニブレッドボードでの使いやすさを追求したジャンパ線。 

 ブリッジ型 ピン間距離が決まっている、背の低いタイプのジャンパ線。 １２０円

ワイヤ型 任意のピン間に配線することができる電線タイプのジャンパ線。 １２０円

「ＣＷＳ」設置用品  

 「Ｓシステム」 レトロフィッティングに最適。応用自在の取り付け足場。 １，０００円～４，０００円

設置用資材 「Ｓシステム」などで機材の設置・固定に使用する各種資材。 

 結束バンド ナイロンでできた丈夫な結束バンド。 実費

強力ゴム磁石 強力な希土類磁石を使ったゴム磁石シート。 実費

面ファスナ 取り付け・取り外しが自在な面ファスナ。 実費

粘着テープ 平らな面にガッチリ貼り付ける強力粘着テープ。 実費

アルミ針金 中空にセンサなどを固定する太めのアルミ針金。 実費

塩ビ水道管 鉄パイプ製の建築足場のように使える塩ビ水道管。 実費

プラスチック粘土 いろいろな形のものを固定する硬化性の粘土。 実費

「ＣＷＳ」消耗品  

 本体ケース 「ＣＷＳ」本体を覆って保護する透明なカバー。 ５２円

本体ケース用ラベルシール 本体ケースにピッタリ貼れる、プリント可能な円形シール１２枚。 １３０円

ケーブル引き出し穴栓 「ＣＷＳ」のケーブル引き出し穴を密封する栓。 

 ハードタイプ ケーブルの通っていない穴をスマートに密封する栓。 ３０円

ソフトタイプ ケーブルの通っている穴を柔らかく密封する栓。 ５０円

「ＣＷＳ」入出力機器  

 秤量台 載せられたものの重さを「ＣＷＳ」に入力するセンサ。 ８８，０００円～

ＡＣ電流センサ 交流電流の強さを非接触で「ＣＷＳ」に入力するセンサ。 ３，９００円～

積層表示灯センサ 結束バンドで簡単に積層表示灯に取り付けられる光センサ。 ２，０００円

無線親機 パソコンに取り付けて「ＣＷＳ」との通信を可能にする無線親機。 ３，２００円

無線中継機 パソコンから離れた「ＣＷＳ」との通信を可能にする無線中継機。 ３，５００円

「ＣＷＳ」関連工具  

 電源コネクタ引き抜き工具 「ＣＷＳ」の電源コネクタを簡単に引き抜くことができる工具。 ６００円



 

お客様の創意工夫を徹底的に応援
■ソフトウェア製品、その他の製品 

製品 内容 価格 

ソフトウェア  

 入出力テストツール 「ＣＷＳ」の入出力機能を確認するテストツール。 無料

環境確認ツール 設置現場の無線電波環境を確認するテストツール。 無料

ソフトウェア開発キット 「ＣＷＳ」を活用するプログラムを自作するためのキット。 未定

ロガーアプリ 「ＣＷＳ」からの信号を記録してログファイルに出力するアプリ。 １２０，０００円

ログ加工アプリ ロガーアプリの出力したログファイルを用途に合わせて加工する 

アプリ。 

未定

その他  

 「ＣＷＳ」設定変更キット 「ＣＷＳ」の各種設定を変更するのに使う機器とソフトウェア。 ８，０００円

解説書 「ＣＷＳ」を独学するための解説書。 無料

センサ回路図集 「ＣＷＳ」で使うことができる電子回路の回路図集。 ３，０００円

■サポートサービス 

サービス 内容 料金 

総合サービス  

 スタートアップサービス リアル会議やリモート会議で「ＣＷＳ」を使いこなす基本を伝授。 ２００，０００円～

ユーザサポートサービス 「ＣＷＳ」や関連製品の活用に関し、メールでご相談を受け付け。 ４０，０００円／週

現場設置サービス お客様の環境に「ＣＷＳ」を設置し、具体的な使い方を提案。 ２０，０００円～

電子回路の実装サービス 「ＣＷＳ」やブレッドボードに電子回路を実装。 ３，０００円～

活用コンサルテーション 

サービス 

「ＣＷＳ」をお客様に高度に活用していただくための技術支援を 

提供。 

８０，０００円／週～

課題別サービス  

 「ＣＷＳ」設定変更サービス 「ＣＷＳ」の機器番号や無線周波数帯を個別にカスタマイズ。 １，０００円

電子回路の開発サービス 新しい電子回路を必要に応じて設計・製作。 都度見積もり

３Ｄプリント部品の開発 

サービス 

新しい３Ｄプリント部品を必要に応じて設計・製作。 都度見積もり

ソフトウェア開発サービス 新しいパソコン用ソフトウェアを必要に応じて設計・作成。 都度見積もり

※記載の内容・価格・料金はいずれも予定であり、今後変更される可能性があります。あくまでご参考までにおとどめください。



 

株式会社デパーチャー

株式会社イマジオム 

「ＣＷＳ」についてのお問い合わせは…… 

開発元・販売元 株式会社デパーチャー 

製品ウェブページ：https://departures.jpn.com/cws/ 

電子メール：info@departures.jpn.com 

共同開発元 株式会社イマジオム 

会社ウェブページ：https://www.imageom.co.jp/ 

電子メール：office@imageom.co.jp 
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